
第４期広島県医療費適正化計画（第８次広島県保健医療計画第７章）の 

一部変更について 

R7.3 医療介護保険課 

１ 趣旨 

高齢者の医療の確保に関する法律第８条の規定に基づき、医療費適正化に関する施策につい

ての基本的な方針（基本方針）が改正されたため、第４期広島県医療費適正化計画（以下「計画」と

いう。）の一部変更を行った。 

 

２ 内容 

  後発医薬品及びバイオ後続品の数値目標の設定（計画への反映） 

※ 後発医薬品の使用促進に関する数値目標については、基本方針において、新たな政府

目標を踏まえ令和６年度に設定することが考えられる、とされていた。また、バイオ後

続品については、普及策については今後の実態調査等を経て検討するとされていた。 

 

【数値目標】 

（変更前） 

指標 目標値(Ｒ11 年度) 現状値 

後発医薬品の 

使用割合 

当面 80％以上を維持し、国が令和６

年度に設定する目標値を踏まえ、設定 

80.1％（R3 最近の調剤医療費（電

算処理）の動向） 

バイオ後続品の使

用割合 

国が今後公表する分析報告を踏まえ、

検討 ― 

 

 

（変更後）※基本方針に基づき設定 

指標 目標値(Ｒ11 年度) 現状値 

後発医薬品の 

使用割合 

数量シェア：80％以上 
80.1％（R3 最近の調剤医療費（電

算処理）の動向） 

金額シェア：65％以上 51.1％（R3 医療費将来推計ツール） 

バイオ後続品が80%以上を占める成分

数：全体の成分数の 60%以上 

18.8％（R3 医療費将来推計ツール） 

（16 成分中３成分） 

                                 

３ その他 

医療費適正化計画部分の一部変更にあたっては、高齢者の医療の確保に関する法律の規定に

より医療費適正化計画検討委員会、保険者協議会等において協議済 

 

 

 

 

 

    

資料４ 

１ 



  目 標                                     

保険者や医療関係者と連携し、県民の健康の保持の推進と医療の効率的な提供の推進に取り組むこと

で、医療費の適正化を目指します。 

 区分 指標名 現状値 目標値 出典 

 

１  

 

県

民

の

健

康

の

保

持

の

推

進 

Ｐ 特定健康診査の実施率 [R3]52.5％ 

[R11]70％以上  

  【目安とする保険者別数値】 

厚生労働省

「特定健康

診査・特定保

健指導の実

施状況」 

 市町国保 60％ 

 国保組合 70％ 

 
協会けんぽ 

（船保） 

70％

（70％） 

 単一健保 90％ 

 
総合健保・

私学共済 
85％ 

 共済組合 90％ 

Ｐ 特定保健指導の実施率 [R3]25.2％  

[R11]45％以上  

 【目安とする保険者別数値】 

 市町国保 60％ 

 国保組合 30％ 

 
協会けんぽ 

（船保） 

35％

（30％） 

 単一健保 60％ 

 
総合健保・

私学共済 
30％ 

 共済組合 60％ 

Ｏ 

メタボリックシンドロー

ムの該当者及び予備群の

減少率 

[R3]11.3％  [R11］H20 年度比 25％以上  

Ｐ がん検診の受診率 

[R4] 

胃がん：50.4％ 

肺がん：47.7％ 

大腸がん：44.0％ 

子宮頸がん：42.5％ 

乳がん：42.6％  

[R10］60％以上  

厚生労働省

「国民生活

基礎調査」 

 
２  
  
医
療
の
効
率
的
な
提
供
の
推
進 

Ｓ 

後発医薬

品の使用

割合 

数量シェア [R3]80.1％ [R11］80％以上  
厚生労働省 

NDB データ 

 

※第３期計画

期間の数量シ

ェアは 「最近の

調剤医療費（電

算処理）の動

向」を参照 

 

金額シェア [R3]51.1％ [R11］65％以上 

バイオ後続

品が 80％以

上を占める

成分数 

[R3]18.8％ 

（16 成分中３成分） 
[R11］全体の成分数の 60％以上 

 

変更後の第４期広島県医療費適正化計画数値目標 

２ 



 

 

 

 

 

 

出典：令和６年３月 14 日第 176 回社会保障審議会医療保険部会資料 

出典：厚生労働省医政局医薬産業振興・医療情報企画課資料 

【参考】 

３ 



 

 

 

出典：厚生労働省医政局医薬産業振興・医療情報企画課資料 

４ 


